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 新型コロナウイルス感染症対策において、国県においては様々な対策が講じら

れ、今後も継続すると思われます。 
今回の対策は、長期化が懸念され、国県のみに頼り続けることは困難であり、

市としても対策を講じなければならない時期が来ると想定されます。 
他自治体においても県市にて半分ずつ保障の財源を拠出するなどの動きもあり、

福岡県下においても独自の支給、保障対策を打ち出す自治体も出てきており、今

後、本市においても十分想定の範囲であると考えます。 
本市においても、その実施時には、スピード感を持って対応するために緊急に

拠出できる財源の確保が必要です。 
よって、下記の事項について、次のとおり要望いたします。 

 
記 

 
１．市独自の支給、保障対策の実施時の対応について 

(１) 財源確保と早急な対応について 
①国県からの財源まかせにするのではなく、早急に本市の令和 2年度の事 

業の精査を行い、不急の事業に関しては、延期、中止等を行い、支給、 

保障対策に充当できる財源確保に努めること 

②市独自の対策実施時には、スピード感を持って支給、保障対策を講じる 

こと 


